Customs and Trade Automated Interface Requirements

	航空貨物の保税運送


	本章は輸入航空貨物運送状についての保税運送の開始、削除、到着及び輸出に関するﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。 


航空貨物保税運送の開始/削除(QX) ……  
……





AIR‑2
航空貨物保税運送の開始/削除(QX(ﾚｺｰﾄﾞ))は、既存の輸入航空貨物運送状について保税運送を開始し又は削除するために使用される。
航空貨物保税運送の到着/輸出(WX) 






……
 AIR‑3
航空貨物保税運送の到着/輸出（WXﾚｺｰﾄﾞ）は、既存の輸入航空貨物運送状のままそれについて保税運送が到着し又は輸出するために使用される。
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX10 (入力)








AIR‑4
保税運送される輸入航空貨物運送状について、保税運送の開始又は削除のための保税運送ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX20 (入力)








AIR‑6
保税運送に関連する輸入航空貨物運送状についての輸入輸送機関情報を含む必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX30 (入力)








AIR‑7
その保税運送に関連する輸入航空貨物運送状ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子XT95 (出力)








AIR‑8
保税運送の開始又は削除用QXﾒｯｾｰｼﾞの承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX10 (入力)








AIR‑9
輸入航空貨物運送状について、CBPに保税運送の到着又は輸出を通知するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX20 (入力)








AIR‑11
輸入航空貨物運送状について、CBPに保税運送の到着又は輸出を通知するための必須の入力　　ﾚｺｰﾄﾞ. 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子YT95 (出力)








AIR‑13
保税運送の到着又は輸出通知用WXﾒｯｾｰｼﾞの承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ 
航空貨物の保税運送
本章は保税運送の開始、削除、到着及び輸出を規定する。
航空貨物保税運送の開始/削除(QX)
保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは、保税運送ﾍｯﾀﾞｰ、輸入貿易用の輸送機関及び船荷証券の制御情報を含む３個の必須のQXﾚｺｰﾄﾞから成る。当該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを作り上げる保税運送ﾚｺｰﾄﾞは、必要に応じて繰り返される一定のﾚｺｰﾄﾞ･ｾｸﾞﾒﾝﾄを用いて昇順にCBPへ送信されなければならない。 
保税運送が受理される前に次の要件を満たさなければならない。
· QX（ﾚｺｰﾄﾞ）申告者は保税運送について運行できるようになっていなければならないが、しかし、納税申告について使用可能になっている必要がない。
· 通関業者及び非通関業者は、適切なｿﾌﾄｳｪｱを獲得し、所要の通信ﾘﾝｸを確立しているという条件で、参加を許される。 

· 当該運送業者はQXﾃﾞｰﾀの送信より前に運送状を送達しておかなければならない。
入力。ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX10,QX20及びQX30は航空貨物保税運送を開始し又は削除するための必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はQXである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力。  ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XT95は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はXTである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
保税運送出力XT95ﾚｺｰﾄﾞは参加者に、CBPへの保税運送ﾃﾞｰﾀ送信がｴﾗｰを含んでいたか又はｴﾗｰなしであったかどうかを示すﾒｯｾｰｼﾞを提供する。
QX10, QX20及びQX30ﾚｺｰﾄﾞは、処理結果を示すXT95ﾚｺｰﾄﾞの形で処理成果を付けて、当初の入力通り申告者に返却される。
航空貨物保税運送の到着/輸出 (WX)
航空貨物保税運送の到着/輸出(WX ﾚｺｰﾄﾞ)は、保税運送が到着し又は輸出するために使用される。
入力。  ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX10及びWX20は、保税運送に関する到着又は輸出の報告には必須である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はWXである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力。ﾚｺｰﾄﾞの識別子YT95は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。いずれの出力ﾒｯｾｰｼﾞにも、航空貨物保税運送に関する到着又は輸出の報告時には、当初の入力通りにﾚｺｰﾄﾞWX10及びWX20を含む。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はYTである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

必須の食品医薬品局(FDA)/ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)ﾃﾞｰﾀを提出するために、適用業務WXを使用してはならない、適用業務WP又は適切なABI入力適用業務を使用すること。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QX10 (入力)
これは輸入航空貨物運送状について保税運送ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QX10 (入力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置
(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	アクションのコード
	1A
	3
	M
	取るべきｱｸｼｮﾝを表す符号。

有効なｱｸｼｮﾝ符号は次の通り；
A =保税運送を追加する
D = 保税運送を削除する
当該保税運送と関連した複数の航空貨物運送状を持つ航空QX保税運送を削除するために、申告者は各航空貨物運送状毎に別個のQX30ﾚｺｰﾄﾞを用いて、関連する全ての航空貨物運送状を一覧表示する必要がある。そのQX保税運送は、関連する全ての航空貨物運送状が当該QX保税運送から取除かれてしまうまで、成功裡に削除されることはない。
	

	保税運送申告種類
	2N
	4-5
	M
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。

有効なｺｰﾄﾞは：
61 =即時輸送(IT)
62 =保税運送後輸出(T&E)

63 = 直輸出(IE)
	

	保税運送番号
	9AN
	6-14
	M
	その保税移送を識別する番号。

 ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	

	フィラー
	3AN
	15-17
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	キャリアコード
	4X
	18-21
	M
	このｺｰﾄﾞは保税運送ｷｬﾘｱ[運送業者]を表す、運送会社識別コード(SCAC)の有効な4桁の識別名、又は国際民間航空機関(ICAO)の有効な3文字の航空会社名、又は国際航空運送協会(IATA)ｺｰﾄﾞの有効な2文字識別名でなければならない。 国際運送協会(IATA)の2文字の航空会社名であって数字0-9で終わるものは、航空貨物自動ﾏﾆﾌｪｽﾄｼｽﾃﾑ(Air AMS)では航空機の便名として受け入れられない。国際民間航空機関(ICAO)の3文字表示機能を使用すること。代用語の国勢調査省略形*U,*C又は*Fを使用してはならない。左寄せすること。
	

	合衆国内の仕向け港
	4N
	22-25
	M
	即時輸送(61)申告については終着CBP空港、又は保税運送後輸出(62)申告については輸出空港、又は直輸出(63)申告については到着空港、を表す国勢調査別表Ｄのコード。
	

	国外の仕向け地
	5N
	26-30
	C
	保税運送後輸出(62)申告又は直輸出(63)申告の国外仕向け空港については、有効な（国勢調査）別表Ｋコードでなければならない。左寄せすること。
	

	価格
	8N
	31-38
	M
	保税移送したものの完全（整数）ドル表示の価格。価格は１ﾄﾞﾙ以上でなければならない。 
	

	保税運送業者の身分証明(ID)
	12X
	39-50
	M
	保税運送業者の身分証明(ID)番号を表す数字。
	1

	外国貿易地域標識
	1A
	51
	O
	現在このデータ要素には、QPﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄを使用していて、これは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	バイオテロ法(BTA)/食品医薬品局(FDA)標識
	1A
	52
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	28AN
	53-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
保税運送業者識別符号の有効な書式は次の通り：

NN-NNNNNNNXX
内国歳入庁 (IRS) 番号

YYDDPP-NNNNN
CBP 割当て番号

NNN-NN-NNNN
社会保障番号
これらの符号において、N =数字, X = 英数字, YY = その番号が発行された時点の暦年の最後の2桁, DDPP =その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX20 (入力)
これは航空貨物の保税運送に関する運送状についての輸入貿易用輸送機関情報を含む必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX20 (入力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	キャリアコード
	3AN
	3-5
	M
	輸入運送業者識別名。2桁の国際航空運送協会(IATA)識別名、又は3桁の国際民間航空機関(ICAO)識別名。国際航空運送協会(IATA)の2文字の航空会社名であって数字0-9で終わるものは、航空貨物自動　ﾏﾆﾌｪｽﾄｼｽﾃﾑ(Air AMS)では航空機の便名として受け入れられない。国際民間航空機関(ICAO)の3文字表示機能を使用すること。代用語の国勢調査省略形*U,*C又は*Fを使用してはならない。
	

	フィラー
	1AN
	6
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸送方式(MOT)符号
	2N
	7-8
	M
	当該輸入運送業者が使用する輸送の種類を示す符号。有効なｺｰﾄﾞは：40=航空機。
	

	フィラー
	2A
	9-10
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸入貿易用の輸送機関名称
	23X
	11-33
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	空の旅/飛行・番号
/飛行便の番号
	5X
	34-38
	M
	荷主積荷目録上に示されているところの輸入運送業者の飛行便の番号。輸入運送業者により割当てられた飛行便の番号。 書式はNNN, NNNA, NNNN 又はNNNNAでなければならない。左寄せすること。
	

	フィラー
	7N
	39-45
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸入輸送機関［航空機］入港[到着]の地区/通関地
	4N
	46-49
	M
	積み降ろしCBP空港(DDPP)を表す国勢調査別表Ｄのｺｰﾄﾞ。後続保税移動を要請する時に、前もって承認された保税運送の仕向け港を送信すること。貴方はQX30ﾚｺｰﾄﾞの57-67桁でその前の保税運送の番号もまた送信しなければならない。全ての後続保税運送要請について、その前の保税運送がQX送信より前に到着していなければならない、でなければその要請は拒絶されることになる。
	

	到着予定日
	6N
	50-55
	M
	積み降ろし港への到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での日付。
	

	外国貿易地域の施設情報源ｺｰﾄﾞ
（FIRMS code）
	4AN
	56-59
	O
	現在このデータ要素には、QPﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄを使用していて、これは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	21AN
	60-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX30 (入力)
これは船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。当該保税運送に関連する全ての船荷証券を伝達するために、複数の(QX)30ﾚｺｰﾄﾞを使用すること。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子QX30 (入力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	アクションのコード
	1A
	3
	O
	現在このデータ要素には、QPﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄを使用していて、これは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	運送状標識
	1A
	4
	M
	Ｙ（はい）でなければならない。
	

	フィラー
	4AN
	5-8
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	マスターAWB番号発行人コード
（発行者・SCAC）
	4AN
	9-12
	O
	現在このデータ要素には、QPﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄを使用していて、これは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	マスターAWB番号
	11AN
	13-23
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰAWB番号。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まぬこと。  
	1

	フィラー
	1AN
	24
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ハウスAWB発行人コード
	4AN
	25-28
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ハウスAWB番号
	12AN
	29-40
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽAWB番号。左寄せのAWB番号でその後に空白[ｽﾍﾟｰｽ]を埋める。   
	1

	サブ・ハウスAWB番号発行人
	4AN
	41-44
	C
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	サブ・ハウスAWB番号
	12AN
	45-56
	C
	このデータ要素は将来使うためにとってある。 空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	前回の保税移送番号
	11AN
	57-67
	C
	前回の保税移送を識別する番号。もし、保税運送番号が11桁未満なら、左寄せすること。 ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)､又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	

	フィラー
	1AN
	68
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	保税運送数量
	10N
	69-78
	C
	そのデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。運送状の全ての数量が保税運送に適用される。
	

	フィラー
	2AN
	79-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QX(ﾚｺｰﾄﾞ)は単純な又はﾊｳｽﾚﾍﾞﾙの航空貨物運送状に保税運送(ﾋﾞﾗ)を掲示する(貼る)場合に限り使用できる。ﾏｽﾀｰ運送状を有するQX(ﾚｺｰﾄﾞ)を提出するにはQX(ﾚｺｰﾄﾞ)でﾊｳｽ運送状を報告する必要がある。ﾏｽﾀｰ運送状が記載されている場合に、もしﾊｳｽ運送状が含まれていなければ、申告者はQX(ﾚｺｰﾄﾞ)の拒否（ﾒｯｾｰｼﾞ）を受取ることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子XT95 (出力)
これは保税運送の承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子XT95 (出力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に95に等しくなければならない。
	

	説明［叙述］的 

メッセージ種類ｺｰﾄﾞ
	2N
	3-4
	M
	説明［叙述］的メッセージの種類を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは：
01 =データ拒絶（エラー）
02 =データ受理。
	

	説明［叙述］的
メッセージ識別子
	3AN
	5-7
	M
	説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞを識別する　　ｺｰﾄﾞ。
	

	説明［叙述］的
メッセージ
	40X
	8-47
	M
	入力ﾃﾞｰﾀの受理［受諾］又は拒絶を示す説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	33AN
	48-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注」
ｴﾗｰが発生すると言う場合には、XT95ﾚｺｰﾄﾞが最初に発生したエラーのすぐ後にQX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者に返される。当該申告者は、最初のｴﾗｰが発生した時点までに一部処理されたQX10, QX20 及びQX30ﾚｺｰﾄﾞを、XT95ﾚｺｰﾄﾞの拒絶ﾒｯｾｰｼﾞと共に受取ることになる。
実例：QX（ﾚｺｰﾄﾞ）申告者が各1個のQX10とQX20ﾚｺｰﾄﾞ及び3個のQX30ﾚｺｰﾄﾞを有するQXﾒｯｾｰｼﾞを提出する。そのQXﾒｯｾｰｼﾞはQX10ﾚｺｰﾄﾞにｴﾗｰがある。QX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はｴﾗｰを含むQX10(ﾚｺｰﾄﾞ)と一緒にXT95拒絶ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることになる。QX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はそのｴﾗｰを修正し、QXﾒｯｾｰｼﾞを再送信する。今回はｴﾗｰがﾒｯｾｰｼﾞ中の（3個ある内の）最初のQX30ﾚｺｰﾄﾞに見出されている。QX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はQX10,QX20及び（3個ある内の）唯一最初のQX30ﾚｺｰﾄﾞと一緒にXT95拒絶ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることになる。  QX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者は（3個ある内の）最初のQX30(ﾚｺｰﾄﾞ)中のｴﾗｰを修正し、QXﾒｯｾｰｼﾞを再提出する。今回はエラーが発生しないで、QXﾒｯｾｰｼﾞが受理されている。  QX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はQX10,QX20及び3個のQX30ﾚｺｰﾄﾞと一緒にXT95受理ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX10 (入力)
これはCBPにQX保税運送の到着又は輸出を通知するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。 
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX10 (入力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1-2
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	アクションの
コード
	1AN
	3
	M
	取るべきｱｸｼｮﾝを表す符号。

有効なｱｸｼｮﾝ符号は次の通り；
1 =保税運送全体が仕向け地に到着する
2 =船荷証券が仕向け地に到着する
5 =保税運送全体を仕向け港から輸出する
6 =船荷証券を仕向け港から輸出する。　
(申告)種類61, 即時運送の場合は､保税

運送がそのまま到着すれば充分である｡

(申告)種類62, 保税運送後輸出の場合は、

先ず第一に（貨物が）到着しなければならず､

それから輸出されなければならない。

(申告)種類63, 直輸出の場合は、保税運送
がそのまま輸出されれば充分である。
	

	保税運送番号
	9AN
	4-12
	C
	その保税移送を識別する番号。唯一許容可能な書式はCBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に記載されているところの従来の9桁の数値の保税運送番号である。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。このｺｰﾄﾞはｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ1及び5について必須である。
	

	フィラー
	3X
	13-15
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	マスターAWB番号発行人コード
	4AN
	16-19
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	マスターAWB
番号
	11AN
	20-30
	C
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰAWB番号。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)､又はその他の特殊文字を含まぬこと。  このｺｰﾄﾞはｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ2及び6について必須である。 
	1

	フィラー
	1AN
	31
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ハウスAWB番号発行人コード
	4AN
	32-35
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。 空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ハウスAWB番号
	12AN
	36-47
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽAWB番号。左寄せのAWB番号でその後に空白[ｽﾍﾟｰｽ]を埋める。
	1

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽAWB番号発行人コード
	4AN
	48-51
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽAWB番号
	12AN
	52-63
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	17AN
	64-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
WX (ﾚｺｰﾄﾞ)での航空貨物運送状(AWB)番号を用いた航空貨物保税運送の到着及び輸出の通知は、単純なﾊｳｽ運送状ﾚﾍﾞﾙに限り行える。ﾏｽﾀｰ運送状を有するWX（ﾚｺｰﾄﾞ）を提出するにはﾊｳｽ運送状を報告する必要がある。ﾏｽﾀｰ運送状が記載されている場合に、もしﾊｳｽ運送状が含まれていなければ、申告者は到着又は輸出の拒否（ﾒｯｾｰｼﾞ）を受取ることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX20 (入力)
これはCBPに保税運送の到着又は輸出を通知するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子WX20 (入力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1-2
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	日付
	6N
	3-8
	M
	実際に仕向け港、に又はで、到着又は輸出する日を表すYYMMDD（年、月、日）形式での日付。
	

	時刻
	6N
	9-14
	M
	実際に仕向け港、に又はで、到着又は輸出する時刻を表すHHMMSS（時、分、秒）24時間表示形式での時刻。
	

	到着、出発又は輸出のための空港
	4N
	15-18
	M
	保税移送の仕向け地のCBP空港を表す国勢調査別表Ｄのコード。    
	

	フィラー
	4X
	19-22
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	保税運送業者の身分証明書
	12X
	23-34
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。 
	1

	都市名
	19AN
	35-53
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	州の略号
	2A
	54-55
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸出の輸送方式
	2N
	56-57
	O
	輸出輸送機関の輸送方式(MOT)符号。 有効なコードは：
10 = 海上
20 = 鉄道
30 = 貨物自動車
40 =航空機
	

	積み替えてその先への輸送を行う運送人ｺｰﾄﾞ
	3X
	58-60
	O
	このデータ要素は将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸入運送人コード
	3X
	61-63
	C
	輸入運送人の国際航空運送協会(IATA)ｺｰﾄﾞを表すコード。ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ2又は6がWX10ﾚｺｰﾄﾞに使用されている場合で分割出荷の時に必要となる。
	

	飛行便の番号
	5X
	64-68
	C
	輸入運送業者により割当てられた飛行便の番号。書式はNNN, NNNA, NNNN 又はNNNNAでなければならない。左寄せすること。ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ2又は6がWX10ﾚｺｰﾄﾞに使用されている場合で分割出荷の時に必要となる。
	

	到着予定日
	6N
	69-74
	C
	MMDDYY（月、日、年）形式での輸入運送業者指定の到着日。ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ2又は6がWX10ﾚｺｰﾄﾞに使用されている場合で分割出荷の時に必要となる。
	

	輸送方式(MOT)符号
	2N
	75-76
	M
	当該輸入運送業者が使用する輸送の種類を示す符号。有効なコードは：

40 = 航空機。
	

	フィラー
	4AN
	77-80
	O
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
保税運送業者識別符号の有効な書式は次の通り：

NN-NNNNNNNXX
内国歳入庁 (IRS) 番号

YYDDPP-NNNNN
CBP 割当て番号

NNN-NN-NNNN
社会保障番号
これらの符号において、N =数字, X = 英数字, YY = その番号が発行された時点の暦年の最後の2桁, DDPP =その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子YT95 (出力)
これは保税運送の到着、又は輸出の承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子YT95 (出力)

	データ要素
	長さ/
部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に95に等しくなければならない。
	

	説明［叙述］的
メッセージ種類符号
	2N
	3-4
	M
	説明［叙述］的メッセージの種類を表す符号。有効なｺｰﾄﾞは：
01= ﾃﾞｰﾀ拒絶 (ｴﾗｰ)
02 = ﾃﾞｰﾀ受理。
	

	説明［叙述］的
メッセージ識別子
	3AN
	5-7
	M
	説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞを識別する略号[ｺｰﾄﾞ]。
	

	説明［叙述］的
メッセージ
	40x
	8-47
	M
	入力ﾃﾞｰﾀの受理［受諾］又は拒絶を示す説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	説明［叙述］的
注記
	33AN
	48-80
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞはﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの処理結果、例えば更新された運送状番号、若しくは警告又はｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関連する運送状番号などを含むものとする。
	


「注」
ｴﾗｰが発生すると言う場合には、YT95ﾚｺｰﾄﾞが最初のエラーが発生したすぐ後にWX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者に返される。当該申告者は、最初のｴﾗｰが発生した時点までに一部処理されたWX10及びWX20ﾚｺｰﾄﾞを、XT95ﾚｺｰﾄﾞの拒絶ﾒｯｾｰｼﾞと共に受取ることになる。
実例：WX（ﾚｺｰﾄﾞ）申告者が各1個のWX10とWX20ﾚｺｰﾄﾞを有するWXﾒｯｾｰｼﾞを提出する。そのWXﾒｯｾｰｼﾞはWX10ﾚｺｰﾄﾞにｴﾗｰがある。WX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はｴﾗｰを含むWX10(ﾚｺｰﾄﾞ)と一緒にYT95拒絶ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることになる。WX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はその
ｴﾗｰを修正し、WXﾒｯｾｰｼﾞを再送信する。今回はエラーが発生しないで、WXﾒｯｾｰｼﾞが受理されている。WX(ﾚｺｰﾄﾞ)申告者はWX10及びWX20ﾚｺｰﾄﾞと一緒にYT95受理ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることになる。
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